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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公表番号】特表2010-532400(P2010-532400A)
【公表日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2010-513911(P2010-513911)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｃ０７Ｆ   7/10    ＣＳＰＳ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月1日(2013.10.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アノードＡｎおよびカソードＫａ、ならびにアノードＡｎとカソードＫａの間に配置さ
れ、一般式Ｉ

【化１】

［式中、
記号は、それぞれ以下のように定義される：
Ｍ1は、特定の金属原子に対して可能な任意の酸化状態の元素周期律表（ＣＡＳバージョ
ン）のＩＢ族、ＩＩＢ族、ＩＩＩＢ族、ＩＶＢ族、ＶＢ族、ＶＩＢ族、ＶＩＩＢ族、ラン
タニドおよびＩＩＩＡ族の金属からなる群から選択される金属原子であり；
カルベンは、無電荷または一価アニオン性で、一座、二座または三座であってよいカルベ
ンリガンドであり；カルベンリガンドはビスまたはトリスカルベンリガンドであってもよ
く；
Ｌは、一価または二価アニオン性リガンドであり；
Ｋは、無電荷の一座または二座リガンドであり；
ｎは、カルベンリガンドの数であり、ｎは少なくとも１であり、式Ｉの錯体におけるカル
ベンリガンドは、ｎ＞１であるときは、同一または異なっていてもよく；
ｍは、リガンドＬの数であり、ｍは０または≧１であってよく、リガンドＬは、ｍ＞１で
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あるときは、同一または異なっていてもよく；
ｏは、リガンドＫの数であり、ｏは０または≧１であってよく、リガンドＫは、ｏ＞１で
あるときは、同一または異なっていてもよく；
ｐは、錯体の電荷であり；０、１、２、３または４であり；
Ｗは、一価アニオン性対イオンであり；
ｎ＋ｍ＋ｏの合計および電荷ｐは、使用される金属原子の酸化状態および配位数、錯体の
電荷、ならびにカルベン、ＬおよびＫリガンドのデンティシティ、ならびにカルベンおよ
びＬリガンドの電荷に依存し、ただしｎが少なくとも１であることを条件とする。］の少
なくとも１つのカルベン錯体を含む発光層Ｅ、
ならびに少なくとも１つのさらなる層を含む有機発光ダイオードであって、
該有機発光ダイオードは、発光層Ｅおよび／または少なくとも１つのさらなる層に存在す
る一般式ＩＩ
【化２】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1またはＯであり；
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
であり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）
【化３】

の構造体であり；
Ｒa、Ｒbは、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置
換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換また
は非置換のヘテロアリール；あるいはＣ1～Ｃ20－アルコキシ、Ｃ6～Ｃ30－アリールオキ
シ、Ｃ1～Ｃ20－アルキルチオ、Ｃ6～Ｃ30－アリールチオ、ＳｉＲ14Ｒ15Ｒ16、ハロゲン
基、ハロゲン化Ｃ1～Ｃ20アルキル基、カルボニル（－ＣＯ（Ｒ14））、カルボニルチオ
（－Ｃ＝Ｏ（ＳＲ14））、カルボニルオキシ（－Ｃ＝Ｏ（ＯＲ14））、オキシカルボニル
（－ＯＣ＝Ｏ（Ｒ14））、チオカルボニル（－ＳＣ＝Ｏ（Ｒ14））、アミノ（－ＮＲ14Ｒ
15）、ＯＨ、擬ハロゲン基、アミド（－Ｃ＝Ｏ（ＮＲ14））、－ＮＲ14Ｃ＝Ｏ（Ｒ15）、
ホスホネート（－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2）、ホスフェート（－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ14）2）、
ホスフィン（－ＰＲ14Ｒ15）、ホスフィンオキシド（－Ｐ（Ｏ）Ｒ14

2）、スルフェート
（－ＯＳ（Ｏ）2ＯＲ14）、スルホキシド（－Ｓ（Ｏ）Ｒ14）、スルホネート（－Ｓ（Ｏ
）2ＯＲ14）、スルホニル（－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

14）、スルホンアミド（－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ14Ｒ1

5）、ＮＯ2、ボロン酸エステル（－ＯＢ（ＯＲ14）2）、イミノ（－Ｃ＝ＮＲ14Ｒ15））
、ボラン基、スタンナン基、ヒドラジン基、ヒドラゾン基、オキシム基、ニトロソ基、ジ
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アゾ基、ビニル基、スルホキシミン、アラン、ゲルマン、ボロキシムおよびボラジンから
なる群から選択される、供与体または受容体作用を有する置換基であり；
Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あ
るいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリールであり；
ｑ、ｒは、それぞれ独立して、０、１、２または３であり；ｑまたはｒが０である場合に
は、そのアリール基のすべての置換可能位置が水素で置換されており、
式（ｃ）の基における基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、
ｑ"’およびｒ"’は、それぞれ独立して、一般式（ＩＩ）の化合物の基および添字Ｘ、Ｒ
5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通りであり、
Ｘ基がＮＲ1である場合に、式（ＩＩ）の化合物におけるＲ1～Ｒ7、ＲaまたはＲb基の少
なくとも１つが少なくとも１つのヘテロ原子を含む。］の少なくとも１つの化合物を含む
有機発光ダイオード。
【請求項２】
　電子／励起子に対する少なくとも１つの遮断層、正孔／励起子に対する少なくとも１つ
の遮断層、少なくとも１つの正孔注入層、少なくとも１つの正孔伝導体層、少なくとも１
つの電子注入層および少なくとも１つの電子伝導体層からなる群から選択される少なくと
も１つのさらなる層を含む、請求項１に記載の有機発光ダイオード。
【請求項３】
　Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の少なくと
も１つが置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリールである、請求項１または２に記載の有
機発光ダイオード。
【請求項４】
　一般式（ＩＩ）の化合物が、一般式（ＩＩａ）：
【化４】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1またはＯであり、
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
であり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）の
構造体であり；
Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13は、それぞれ独立して水素であり、またはＲaおよび
Ｒbについて定義されている通りであり、すなわちそれぞれ独立して、置換または非置換
のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、５～３０個の環原子
を有する置換または非置換のヘテロアリール、あるいは供与体または受容体作用を有する
置換基である。］の３，６－ジシリル置換化合物である、請求項１から３までのいずれか
一項に記載の有機発光ダイオード。
【請求項５】
　Ｒ1～Ｒ7、ＲaおよびＲb基およびＸ基がそれぞれ以下：
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Ｘは、ＮＲ1であり；
Ｒ1は、置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する
置換または非置換のヘテロアリールであり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）の
構造体であり；
Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13は、それぞれ独立して水素であり、またはそれぞれＲ
aおよびＲbについて定義されている通りであり、すなわちそれぞれ独立して、置換または
非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、５～３０個の
環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール、あるいは供与体または受容体作用を
有する置換基である、
請求項１から４までのいずれか一項に記載の有機発光ダイオード。
【請求項６】
　Ｒ1基および／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4の群からの基の少なくとも１つおよび／または
Ｒ5、Ｒ6およびＲ7の群からの基の少なくとも１つが、独立して、以下の式：
【化５】

［式中、
ｐは、０、１、２、３、４または５であり；
Ｒ17は、水素、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30

－アリール、５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール、供与体ま
たは受容体を有する置換基、あるいは一般式ａまたはｂ
【化６】

の基であり、
Ｘ’は、ＮまたはＰであり、
基および添字Ｘ"、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ5"、Ｒ6’、Ｒ6"、Ｒ7’、Ｒ7"、Ｒa

’、Ｒa"、Ｒb’、Ｒb"、ｑ’、ｑ"、ｒ’およびｒ"は、それぞれ独立して、基および添
字Ｘ、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通
りである。］の置換または非置換のＣ6－アリールであり；あるいは
Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが一般式ｃ
【化７】
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［式中、
基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、ｑ"’およびｒ"’は、
それぞれ独立して、基および添字Ｘ、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定
義されている通りである。］の基である、請求項１から５までのいずれか一項に記載の有
機発光ダイオード。
【請求項７】
　少なくとも１つのさらなる層が、電子に対する遮断層、正孔注入層および正孔伝導体層
からなる群から選択され、式（ＩＩ）の少なくとも１つの化合物が、さらなる層および／
または発光層の少なくとも１つに存在し、式（ＩＩ）の化合物は、置換または非置換のＣ

1～Ｃ20－アルキル、５～３０個の環原子を有するヘテロアリール、非置換のＣ6～Ｃ30－
アリール、アルキル置換Ｃ6～Ｃ30－アリール、供与体作用を有する少なくとも１つの置
換基で置換されたＣ6～Ｃ30－アリール、５～３０個の環原子を有するヘテロアリールで
置換されたＣ6～Ｃ30－アリール、供与体作用を有する置換基からなる群から選択される
少なくとも１つのＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6またはＲ7基を有する、請求項１から６
までのいずれか一項に記載の有機発光ダイオード。
【請求項８】
　少なくとも１つのさらなる層は、正孔に対する遮断層、電子注入層および電子伝導体層
からなる群から選択され、式（ＩＩ）の少なくとも１つの化合物が、さらなる層および／
または発光層の少なくとも１つに存在し、式（ＩＩ）の化合物は、受容体作用を有する少
なくとも１つの置換基で置換されたＣ1～Ｃ20－アルキル、受容体作用を有する少なくと
も１つの置換基で置換されたＣ6～Ｃ30－アリール、５～３０個の環原子を有する少なく
とも１つのヘテロアリールで置換されたＣ6～Ｃ30－アリール、および受容体作用を有す
る置換基からなる群から選択される少なくとも１つのＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6また
はＲ7基を有する、請求項１から６までのいずれか一項に記載の有機発光ダイオード。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか一項に記載の式（ＩＩ）の少なくとも１つの化合物、お
よび請求項１に記載の一般式（Ｉ）の少なくとも１つのカルベン錯体を含む発光層。
【請求項１０】
　請求項１に記載の一般式Ｉの少なくとも１つのカルベン錯体を含む有機発光ダイオード
におけるマトリックス材料、正孔／励起子遮断材料および／または電子／励起子遮断材料
および／または正孔注入材料および／または電子注入材料および／または正孔伝導体材料
および／または電子伝導体材料としての、請求項１から８までのいずれか一項に記載の一
般式（ＩＩ）の化合物を使用する方法。
【請求項１１】
　請求項１から８までのいずれか一項に記載の少なくとも１つの有機発光ダイオードを含
むコンピュータの視覚ディスプレイ装置、テレビ、プリンタおよび台所器具における視覚
ディスプレイ装置などの固定視覚ディスプレイ装置ならびに広告板、照明、情報板ならび
に携帯電話、ラップトップ、デジタルカメラおよび車両における視覚ディスプレイ装置な
どの移動視覚ディスプレイ装置ならびにバスおよび電車の行先表示ならびに照明装置から
なる群から選択されるデバイス。
【請求項１２】
　一般式ＩＩ
【化８】
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［式中、
Ｘは、ＮＲ1またはＯであり；
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
であり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）
【化９】

の構造体であり；
Ｒa、Ｒbは、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置
換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換また
は非置換のヘテロアリール；あるいはＣ1～Ｃ20－アルコキシ、Ｃ6～Ｃ30－アリールオキ
シ、Ｃ1～Ｃ20－アルキルチオ、Ｃ6～Ｃ30－アリールチオ、ＳｉＲ14Ｒ15Ｒ16、ハロゲン
基、ハロゲン化Ｃ1～Ｃ20アルキル基、カルボニル（－ＣＯ（Ｒ14））、カルボニルチオ
（－Ｃ＝Ｏ（ＳＲ14））、カルボニルオキシ（－Ｃ＝Ｏ（ＯＲ14））、オキシカルボニル
（－ＯＣ＝Ｏ（Ｒ14））、チオカルボニル（－ＳＣ＝Ｏ（Ｒ14））、アミノ（－ＮＲ14Ｒ
15）、ＯＨ、擬ハロゲン基、アミド（－Ｃ＝Ｏ（ＮＲ14））、－ＮＲ14Ｃ＝Ｏ（Ｒ15）、
ホスホネート（－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2）、ホスフェート（－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ14）2）、
ホスフィン（－ＰＲ14Ｒ15）、ホスフィンオキシド（－Ｐ（Ｏ）Ｒ14

2）、スルフェート
（－ＯＳ（Ｏ）2ＯＲ14）、スルホキシド（－Ｓ（Ｏ）Ｒ14）、スルホネート（－Ｓ（Ｏ
）2ＯＲ14）、スルホニル（－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

14）、スルホンアミド（－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ14Ｒ1

5）、ＮＯ2、ボロン酸エステル（－ＯＢ（ＯＲ14）2）、イミノ（－Ｃ＝ＮＲ14Ｒ15））
、ボラン基、スタンナン基、ヒドラジン基、ヒドラゾン基、オキシム基、ニトロソ基、ジ
アゾ基、ビニル基、スルホキシミン、アラン、ゲルマン、ボロキシムおよびボラジンから
なる群から選択される、供与体または受容体作用を有する置換基であり；
Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あ
るいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリールであり；
ｑ、ｒは、それぞれ独立して、０、１、２または３であり；ｑまたはｒが０である場合に
は、そのアリール基のすべての置換可能位置が水素で置換されており、
式（ｃ）の基における基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、
ｑ"’およびｒ"’は、それぞれ独立して、一般式（ＩＩ）の化合物の基および添字Ｘ、Ｒ
5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通りであり；
ＸがＮＲ1である場合には、式（ＩＩ）の化合物におけるＲ1～Ｒ7、ＲaまたはＲb基の少
なくとも１つが少なくとも１つのヘテロ原子を含み、Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の少なくとも
１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の少なくとも１つが置換または非置換のＣ6～Ｃ

30－アリールである。］の化合物。
【請求項１３】
　一般式（ＩＩ）の化合物は、一般式（ＩＩａ）：
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【化１０】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1またはＯであり、
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
であり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）の
構造体であり；
Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の少なくとも
１つが置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリールであり；
Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13は、それぞれ独立して水素であり、またはＲaおよび
Ｒbについて定義されている通りであり、すなわちそれぞれ独立して、置換または非置換
のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ20－アリール、５～３０個の環原子
を有する置換または非置換のヘテロアリール、あるいは供与体または受容体作用を有する
置換基である。］の３，６－ジシリル置換化合物である、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ1基および／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4の群からの基の少なくとも１つおよび／または
Ｒ5、Ｒ6およびＲ7の群からの基の少なくとも１つが、それぞれ独立して、以下の式：
【化１１】

［式中、
ｐは、０、１、２、３、４または５であり；
Ｒ17は、水素、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30

－アリール、５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール、供与体ま
たは受容体作用を有する置換基、あるいは
一般式ａまたはｂ

【化１２】

の基であり、
Ｘ’は、ＮまたはＰであり、
基および添字Ｘ"、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ5"、Ｒ6’、Ｒ6"、Ｒ7’、Ｒ7"、Ｒa
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’、Ｒa"、Ｒb’、Ｒb"、ｑ’、ｑ"、ｒ’およびｒ"は、それぞれ独立して、基および添
字Ｘ、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通
りである。］の置換または非置換のＣ6－アリールであり；あるいは
Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが一般式ｃ
【化１３】

［式中、
基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、ｑ"’およびｒ"’は、
それぞれ独立して、基および添字Ｘ、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定
義されている通りである。］の基である、請求項１２または１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　請求項１２から１４までのいずれか一項に記載の式（ＩＩ）の化合物を製造するための
方法であって、
　式（ＩＩＩ）：
【化１４】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1またはＯまたはＮＨである。］の基本骨格から出発して、ＲaおよびＲb基が
式（ＩＩ）の化合物に存在するときに、以下の変法ａ）、ｂ）、ｃ）またはｄ）：
　変法ａ）
ｉａ）Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入するのに好適な前駆体化合
物の製造、
ｉｉａ）Ｒ1基の導入、
ｉｉｉａ）存在する場合はＲa、Ｒb基、ならびにＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基の
導入；あるいは
　変法ｂ）
ｉｂ）Ｒ1基の導入、
ｉｉｂ）Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入するのに好適な前駆体化
合物の製造、
ｉｉｉｂ）存在する場合はＲa、Ｒb基、ならびにＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基の
導入；あるいは
　変法ｃ）
ｉｃ）Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入するのに好適な前駆体化合
物の製造、
ｉｉｃ）存在する場合はＲa、Ｒb基、ならびにＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基の導
入、
ｉｉｉｃ）Ｒ1基の導入；あるいは
　変法ｄ）
ｉｄ）Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入するのに好適な前駆体化合
物の製造、



(9) JP 2010-532400 A5 2013.11.21

ｉｉｄ）存在する場合はＲa、Ｒb基、ならびにＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基の導
入
の１つによってＲ1、Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入する前記方
法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　式（ＩＩ）の化合物
　式（ＩＩ）の化合物は、基および添字がそれぞれ以下のように定義されるジシリル化合
物である。
Ｘは、ＮＲ1、Ｓ、Ｏ、ＰＲ1、ＳＯ2またはＳＯ；好ましくはＮＲ1、ＳまたはＯであり；
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
；好ましくは置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキルあるいは置換または非置換のＣ6～
Ｃ30－アリール、より好ましくは置換または非置換のＣ6～Ｃ10－アリール、あるいは非
置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、最も好ましくは置換または非置換のフェニルであり、好適
な置換基は以上に示されており；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）の
構造体であり；
好ましくは、Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基
の少なくとも１つが置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、より好ましくは置換また
は非置換のＣ6－Ｃ10－アリール、最も好ましくは置換または非置換のフェニルであり、
好適な置換基は、以上に示されており、かつ／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび
／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが構造（ｃ）の基であり；
Ｒa、Ｒbは、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または
非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロ
アリール、あるいは供与体または受容体作用を有する置換基であり、供与体または受容体
作用を有する適切かつ好適な置換基は、以上に示されており；
Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あ
るいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、好ましくは置換または非置換のＣ1～Ｃ

6－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ10－アリールであり、Ｒ14、Ｒ15およ
びＲ16は、より好ましくはそれぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル
あるいは置換または非置換のフェニルであり；より好ましくは、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16基
の少なくとも１つが置換または非置換のフェニルであり；最も好ましくは、Ｒ14、Ｒ15お
よびＲ16基の少なくとも１つが置換フェニルであり、好適な置換基は、以上に示されてお
り；
ｑ、ｒは、それぞれ独立して、０、１、２または３であり、ｑまたはｒが０であるときは
、そのアリール基のすべての置換可能位置が水素原子を持っており、好ましくは０である
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　一実施形態において、本発明は、Ｘ基がＮＲ1であり、Ｒ1基が以上に既に定義されてお
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り、式（ＩＩ）の化合物におけるＲ1～Ｒ7、ＲaおよびＲb基の少なくとも１つが少なくと
も１つのヘテロ原子を含む発明の有機発光ダイオードに関する。好適なヘテロ原子は、Ｎ
、Ｓｉ、ハロゲン、特にＦまたはＣｌ、Ｏ、ＳまたはＰである。ヘテロ原子は、Ｒ1～Ｒ7

、ＲaまたはＲb基の少なくとも１つの上の置換基の形、または置換基の一部の形で存在し
ていてよく、あるいはＲ1～Ｒ7、ＲaまたはＲb基の少なくとも１つの基本骨格に存在して
いてよい。好適な置換基または基本骨格は、当業者に公知であり、Ｒ1～Ｒ7、Ｒaまたは
Ｒb基定義の下で示される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　さらなる好適な実施形態において、本発明は、式（ＩＩ）の化合物が使用され、Ｒ1基
および／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4の群からの基の少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ
6およびＲ7の群からの基の少なくとも１つが、独立して、以下の式：
【化２５】

［式中、
ｐは、０、１、２、３、４または５、好ましくは０、１、２または３、より好ましくは０
、１または２であり；
Ｒ17は、水素、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30

－アリール、５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール、好適な供
与体または受容体作用を有する置換基が以上に示されている供与体または受容体を有する
置換基、あるいは一般式ａまたはｂ
【化２６】

の基であり、
Ｘ’は、ＮまたはＰであり、
基および添字Ｘ"、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ5"、Ｒ6’、Ｒ6"、Ｒ7’、Ｒ7"、Ｒa

’、Ｒa"、Ｒb’、Ｒb"、ｑ’、ｑ"、ｒ’およびｒ"は、それぞれ独立して、基および添
字Ｘ、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通
りである。］の置換または非置換のＣ6－アリールであり；あるいは
Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが一般式ｃ
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【化２７】

［式中、
基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、ｑ"’およびｒ"’は、
それぞれ独立して、基および添字Ｘ、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定
義されている通りである。］の基である有機発光ダイオードに関する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
　本発明のさらなる実施形態において、式（ＩＩ）の化合物における添字ｒおよびｑは、
それぞれ０であり、すなわちそのアリール基のすべての置換可能位置が水素原子を持って
いる。すべての他の基および添字に対して前記定義が適用される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１２】
　式（ＩＩ）の化合物において、Ｒ1基および／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4の群からの基の
少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7の群からの基の少なくとも１つは、好
ましくはそれぞれ独立して、以下の式：
【化３５】

［式中、
ｐは、０、１、２、３、４または５、好ましくは０、１、２または３、より好ましくは０
、１または２であり；
Ｒ17は、水素、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ30

－アリール、５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール、供与体ま
たは受容体作用を有する置換基、あるいは
一般式ａまたはｂ
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【化３６】

の基であり、
Ｘ’は、ＮまたはＰであり、
基および添字Ｘ"、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ5"、Ｒ6’、Ｒ6"、Ｒ7’、Ｒ7"、Ｒa

’、Ｒa"、Ｒb’、Ｒb"、ｑ’、ｑ"、ｒ’およびｒ"は、それぞれ独立して、基および添
字Ｘ、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定義されている通
りである。］の置換または非置換のＣ6－アリールであり；あるいは
Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが一般式ｃ
【化３７】

［式中、
基および添字Ｘ"’、Ｒ5"’、Ｒ6"’、Ｒ7"’、Ｒa"’、Ｒb"’、ｑ"’およびｒ"’は、
それぞれ独立して、基および添字Ｘ、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒa、Ｒb、ｑおよびｒについて定
義されている通りである。］の基である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１５】
　式（ＩＩ）の化合物は、好ましくは、式（ＩＩＩ）：
【化３８】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1、ＳＯ、ＳＯ2、Ｓ、ＯまたはＰＲ1またはＮＨまたはＰＨまたはＰＰｈであ
る。］の対応する基本骨格から製造される。式（ＩＩＩ）の好適な基本骨格は、（特に、
ＸがＳＯ2、Ｓ、Ｏ、ＮＨまたはＰＰｈである場合には）商業的に入手可能であり、また
は（Ｘ＝ＰＨまたはＳＯの場合は）当業者に公知の方法によって製造することが可能であ
る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２１】
　したがって、さらなる実施形態において、本発明は、式（ＩＩ）の発明の化合物および
本発明により使用される化合物を製造するための方法であって、
　式（ＩＩＩ）：
【化３９】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1、ＳＯ、ＳＯ2、Ｓ、ＯまたはＰＲ1またはＮＨまたはＰＨまたはＰＰｈであ
る。］の基本骨格から出発して、ＲaおよびＲb基が式（ＩＩ）の化合物に存在するときに
、以下の変法ａ）、ｂ）、ｃ）またはｄ）の１つによってＲ1、Ｒa、Ｒb、ＳｉＲ2Ｒ3Ｒ4

およびＳｉＲ5Ｒ6Ｒ7基を導入する方法に関する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２５】
　ハロゲン化を当業者に公知の方法によって実施することができる。式（ＩＩＩ）の基本
骨格の３および６位における臭素化またはヨウ素化が好ましい。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２８】
　基は、好ましくは、式（ＩＩＩ）の基本骨格または式（ＩＶ）の化合物と、Ｒ1が以上
に既に定義されており、ＨａｌがＦ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩ、好ましくはＢｒ、ＩまたはＦ
である式Ｒ1－Ｈａｌのハロゲン化アルキルまたはハロゲン化アリールまたはハロゲン化
ヘテロアリールとを反応させることによって導入される。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５１】
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【化４５】

［式中、
＊は、リガンドの金属中心への結合部位を表し；
ｚ、ｚ’は、同一または異なっており、それぞれＣＨまたはＮであり；
Ｒ12、Ｒ12’は、同一または異なっており、それぞれアルキル、アリール、ヘテロアリー
ルまたはアルケニル基、好ましくはアルキルまたはアリール基であり、あるいはそれぞれ
の場合において２つのＲ12またはＲ12’基は、一緒になって、少なくとも１つのヘテロ原
子、好ましくはＮを場合により含むことができる縮合環を形成し；好ましくは、それぞれ
の場合において、２つのＲ12またはＲ12’基は、一緒になって、縮合芳香族Ｃ6環を形成
し、１つ以上のさらなる芳香族環がこの好ましくは６員芳香族環に場合により縮合されて
いてよく、任意の考えられる縮合が可能であり、縮合基は、さらに置換されていてよく；
あるいはＲ12またはＲ12’は、好ましくは、ハロゲン基、好ましくはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、よ
り好ましくはＦ；アルコキシ、アリールオキシ、カルボニル、エステル、アミノ基、アミ
ド基、ＣＨＦ2、ＣＨ2Ｆ、ＣＦ3、ＣＮ、チオ基およびＳＣＮからなる群から選択される
、供与体または受容体作用を有する基であり；
ｔおよびｔ’は、同一または異なっており、好ましくは同一であり、それぞれ０～３であ
り、ｔまたはｔ’が＞１であるときは、Ｒ12またはＲ12’基は、同一または異なっていて
もよく；ｔまたはｔ’は、好ましくは０または１であり；Ｒ12またはＲ12’基は、ｔまた
はｔ’が１であるときは、カルベン炭素原子に隣接する窒素原子に対する結合部位に対し
てオルト、メタまたはパラ位にあり；
Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およびＲ11は、それぞれ水素、アルキル、アリール、ヘテ
ロアリール、アルケニル、あるいは好ましくは、ハロゲン基、好ましくはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、より好ましくはＦ、アルコキシ基、アリールオキシ基、カルボニル基、エステル基、ア
ミン基、アミド基、ＣＨ2Ｆ基、ＣＨＦ2基、ＣＦ3基、ＣＮ基、チオ基およびＳＣＮ基か
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らなる群から選択される、供与体または受容体作用を有する置換基、好ましくは水素、ア
ルキル、ヘテロアリールまたはアリールであり、
Ｒ10は、アルキル、アリール、ヘテロアリールまたはアルケニル、好ましくはアルキル、
ヘテロアリールまたはアリールであり、あるいはそれぞれの場合において２つのＲ10基は
、一緒になって、少なくとも１つのヘテロ原子、好ましくは窒素を場合により含むことが
できる縮合環を形成し；好ましくは、それぞれの場合において、２つのＲ10基は、一緒に
なって、縮合芳香族Ｃ6環を形成し、１つ以上のさらなる芳香族環がこの好ましくは６員
芳香族環に場合により縮合されていてよく、任意の考えられる縮合が可能であり、縮合基
は、さらに置換されていてよく；あるいはＲ10は、好ましくは、ハロゲン基、好ましくは
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、より好ましくはＦ；アルコキシ、アリールオキシ、カルボニル、エステ
ル、アミノ基、アミド基、ＣＨＦ2、ＣＨ2Ｆ、ＣＦ3、ＣＮ、チオ基およびＳＣＮからな
る群から選択される、供与体または受容体作用を有する基であり、
ｖは、０～４、好ましくは０、１または２、最も好ましくは０であり、ｖが０であるとき
は、Ｒ10で場合により置換された式ｃにおけるアリール基の４個の炭素原子は、水素原子
を持っている。］。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８６】
　本発明は、さらに、少なくとも１つの発明の有機発光ダイオードまたは少なくとも１つ
の発明の発光層を含む、コンピュータの視覚ディスプレイ装置、テレビ、プリンタおよび
台所器具における視覚ディスプレイ装置などの固定視覚ディスプレイ装置および広告板、
照明および情報板ならびに携帯電話、ラップトップ、デジタルカメラおよび車両における
視覚ディスプレイ装置などの移動視覚ディスプレイ装置ならびにバスおよび電車の行先表
示ならびに照明装置からなる群から選択されるデバイスに関する。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５４】
　３．００ｇ（７．６ｍｍｏｌ）のイミダゾリウム塩および０．８９ｇ（３．８ｍｍｏｌ
）の酸化銀を１００ｍｌのアセトニトリルに懸濁させ、４０℃で終夜撹拌する。続いて、
該懸濁液を濃縮して乾固させ、１００ｍｌの無水ｏ－キシレンで処理し、０．５１ｇ（０
．７６ｍｍｏｌ）の［（μ―Ｃｌ）η4－１，５－ｃｏｄ）Ｉｒ］2および７５ｍｌのｏ－
キシレンの溶液中に３０分以内で計り入れる。その後、該混合物を室温で１時間、７０℃
で２時間、還流下で４８時間撹拌する。冷却後、反応混合物を濾過する。減圧下で濾液か
ら溶媒を除去する。残渣をジクロロメタンで抽出する。減圧下で抽出物から溶媒を除去し
、次いでカラムクロマトグラフィー精製（溶離剤：トルエン）を施す。約１５０ｍｇ（１
０％）のｍｅｒ－異性体および７０ｍｇ（５％）のｆａｃ－異性体をそれぞれの場合にお
いて淡黄色粉末として得る。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５６】
　ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌ異性体：
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質量（ＭＡＬＤＩ）：ｍ／ｅ＝９８０（Ｍ+）
光学分光法：λ＝４５３ｎｍ、４８１ｎｍ（４ｂ中５％、蒸着による塗布）
ＣＩＥ：Ｘ＝０．１５、Ｙ＝０．２１（４ｂ中５％、蒸着による塗布）
　ｆａｃｉａｌ異性体：
質量（ＭＡＬＤＩ）：ｍ／ｅ＝９８０（Ｍ+）
光学分光法：λ＝４７６ｎｍ、５０４ｎｍ（ＰＭＭＡ中２％、低温）
ＣＩＥ：Ｘ＝０．２１、Ｙ＝０．４１（ＰＭＭＡ中２％、低温）
　Ｂ　使用例
　実施例１
　マトリックス材料（６５質量％）および正孔／励起子ブロッカーとして９－フェニル－
３，６－ビス（トリフェニルシリル）カルバゾール（実施例４ｂ）を含むＯＬＥＤの製造
　アノードとして使用されるＩＴＯ基板を最初に市販のＬＣＤ製造用洗剤（Ｄｅｃｏｎｅ
ｘ（登録商標）２０ＮＳおよび中和剤２５ＯＲＧＡＮ－ＡＣＩＤ（登録商標））で洗浄し
、次いで超音波浴内にてアセトン／イソプロパノール混合物で洗浄する。存在し得る有機
残留物を除去するために、基板をオゾンオーブン内で連続的なオゾン流にさらに２５分間
曝す。この処理は、また、ＩＴＯの正孔注入特性を向上させる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１１】
　一般式（ＩＩ）の化合物は、より好ましくは、一般式（ＩＩａ）：
【化３４】

［式中、
Ｘは、ＮＲ1、Ｓ、Ｏ、ＰＲ1、ＳＯ2またはＳＯ；好ましくはＮＲ1、ＳまたはＯであり；
より好ましくはＮＲ1であり、
Ｒ1は、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ3

0－アリール、あるいは５～３０個の環原子を有する置換または非置換のヘテロアリール
；好ましくは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリールあるいは置換または非置換のＣ1～
Ｃ20－アルキル、より好ましくは置換または非置換のＣ6～Ｃ10－アリール、あるいは非
置換のＣ1～Ｃ20－アルキル、最も好ましくは置換または非置換のフェニルであり；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7は、それぞれ独立して、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－
アルキル、あるいは置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、あるいは一般式（ｃ）の
構造体であり；
好ましくは、Ｒ2、Ｒ3およびＲ4基の少なくとも１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基
の少なくとも１つが置換または非置換のＣ6～Ｃ30－アリール、より好ましくは置換また
は非置換のＣ6－Ｃ10－アリール、最も好ましくは置換または非置換のフェニルであり、
かつ／またはＲ2、Ｒ3およびＲ4基の１つおよび／またはＲ5、Ｒ6およびＲ7基の１つが構
造（ｃ）の基であり；
Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13は、それぞれ独立して水素であり、またはＲaおよび
Ｒbについて定義されている通りであり、すなわちそれぞれ独立して、置換または非置換
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のＣ1～Ｃ20－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ20－アリール、５～３０個の環原子
を有する置換または非置換のヘテロアリール、あるいは供与体または受容体作用を有する
好適な置換基が以上に示されている供与体または受容体作用を有する置換基；好ましくは
水素、置換または非置換のＣ1～Ｃ6－アルキル、置換または非置換のＣ6～Ｃ10－アリー
ルまたはＳｉＲ14Ｒ15Ｒ16；より好ましくは、水素、メチル、エチル、フェニル、ＣＦ3

またはＳｉＲ14Ｒ15Ｒ16であり、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16は、好ましくはそれぞれ独立して
、置換または非置換のＣ1～Ｃ20－アルキルあるいは置換または非置換のフェニルであり
；より好ましくは、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16基の少なくとも１つが置換または非置換のフェ
ニルであり；最も好ましくは、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16基の少なくとも１つが置換フェニル
である。］の３，６－ジシリル置換化合物である。
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